






































































































































































































































































































































短歌-名詞（4128） 短歌-形容詞（1268） 川柳-名詞（3664） 川柳-形容詞（303） 俳句-名詞（3876） 俳句-形容詞（361）
夏 442 ない 117 夏 233 ない 61 夏 588 白い 33
君 440 いい 58 ケータイ 201 いい 35 夏休み 249 ない 29
私 286 白い 35 君 197 早い 13 蝉 214 いい 20
空 175 青い 33 夏休み 168 青い 12 秋 214 赤い 18
夜 166 赤い 27 メール 103 高い 11 夜 203 青い 17
秋 166 高い 27 携帯 93 赤い 10 声 194 冷たい 13
夏休み 158 早い 22 心 68 長い 9 空 178 ねむい 12
心 151 小さい 21 夢 67 白い 9 花火 131 まぶしい 11
声 141 大きい 21 母 65 無い 9 君 131 無い 10

































































58 高校生の語彙使用に関する一考察　─ 「全国高校生ケータイ韻文コンテスト」応募作品の分析をもとに ─
ネガティブな言葉との関連を示したものである。 
「ケータイ」という言葉はポジティブ、ネガティブの
双方が出現しているのに対して、「スマホ」はネガ
ティブな言葉と結びついていることが多いことがみて
とれる。ネガティブというよりは、スマホに対する憧
れを悲観的に表現する作品が多く、「持っていない」
「まだない」といった言葉が共起している傾向にあっ
た。スマートフォンの普及はこの3年ほどで急増して
いるが、18歳未満は契約に保護者の承諾が必要なた
め、携帯電話からの切り替えができない高校生の想い
が、ネガティブな傾向として表れたと考えられる。
まとめと今後の展望
本研究で明らかになった点は以下の通りである。
1、コンテストの応募者は高校2年生が増加する傾向
にある一方、1年生の応募者が減少している。
2、学年によって、応募部門に偏りがみられ、1年生
は短歌、2年生は川柳、3年生は俳句の割合が高い。
3、コンテスト応募作品を単語レベルに分解したう
え、鑑賞を試みると、高校生の視覚に対する鋭敏
さや、生活ツールに対する憧れを表す言葉が、選
択的に利用されている傾向にある。
このようにこのコンテストに応募された作品に多く
使われた語彙を見てみると現代の若者像と時代相が浮
き上がって見えてきた。また、特定の名詞とつながる
修飾語（形容詞、副詞等）や連想語との相関関係、ある
いは31文字や15文字の限られた文字数の中に同時に
使用される名詞等の相関関係を見ていけば、また新た
な高校生像を発見できるかも知れない。これに関して
は次の機会を待ちたい。
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図9　「スマホ」（川柳部門）共起分析
